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  注：        は交換部品を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

改善措置の内容：   

全車両、ベーパライザホースを新品に交換し、正しい位置でクランプ締結する。 

 

識別： エンジンンフード内のヒューズボックスに橙色のペイントを塗布する。 

 

ＬＰＧを燃料とするフォーク・リフトにおいて、ベーパライザホースの組付指示が不適切なため、当該ホースの差し込み不足及びクラ

ンプ締結箇所が正規の位置と異なっているものがある。そのため、エンジン振動等の繰り返し荷重によりクランプ締結箇所付近のホ

ースに亀裂が生じ、そのまま使用を続けると、ＬＰＧが漏れるおそれがある。 
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